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医療活動におけるインターネット利用に関するパイロット・スタディ

薬剤師を対象としたアンケート調査の結果報告
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We performed a questionnaire survey to 260 pharmacists as a pilot study, in order to know the actual application of
IN to medical services in Japan. The response rate of our questionnaire was 40％ (105 persons), and 91％ of the answers
were from pharmacists who works in hospitals, community pharmacies, or clinics. According to the results, 90 of the
105 pharmacists had had some experience of using IN, and 68％ of whom (58％ of respondents) use IN daily as a means
of problem solution on their works. IN was probably used as a relatively reliable information source something like text-
books in such cases as acquiring the medical information for patients or other medical staffs. In addition, IN may have
been esteemed its facilities and the informational usefulness and reliability. However, since this survey is just a pilot tri-
al, the result dose not necessarily reflect a general situation around IT use. Consequently, this study result could be need
by still further research.

Key words―internet; pilot study; questionnaire; pharmacist; information

は じ め に

近年の情報技術 IT（Information Technology）の

進展により，あらゆる情報をどこからでも入手する

ことができるようになってきた．医療に関する情報

もこの例外ではなく，情報公開の流れの中でイン

ターネット（IN）という新しい情報媒体を介した

医療情報，医薬品情報，医療画像等の提供が活発に

行われるようになり，1)また多くの研究者が IN を

介した情報伝達技術の向上や適切な情報提供に貢献

するべく研究を行うようになった．しかし，現在国

内の医療従事者がWeb上に提供される情報をどの

ように認識し，活用しているのかについてはほとん

ど調査されておらず，我々は医療機関を中心とした

IT化をさらに発展させるための土台として，医療

従事者における実際の IN利用について把握するこ

とは意義のあることと考えた．そこで今回，そのパ

イロットスタディとして薬剤師を対象に INの利用

に関するアンケート調査を実施したので報告する．

方 法

調査の対象は，日本女性薬剤師会会員 60 名

（2000年 10月 29日開催講演会出席者；女性薬），

及び日本病院薬剤師会北陸ブロック学術大会参加者

200 名（2000 年 11 月 12 日開催；北陸薬）の合計

260名である．

アンケート用紙は◯１回答者の性別，年齢，INの

利用経験など回答者背景を知るための質問，◯２IN

の利用目的や利用頻度に関する質問，そして◯３IN

の利用性や信頼性に対する回答者の評価を知るため

の質問で構成し，無記名，選択式（一部記入式）と
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Table 1. Existence Rate of Internet User according to Sex and Generation

性 別 男 性 女 性 不明

世 代 20代 30代 40代 50代 60代 20代 30代 40代 50代 60代 20代

IN利用者数 5 13 10 3 1 15 18 15 6 3 1
アンケート回答者数 5 13 12 3 1 15 19 20 11 5 1

IN利用率（％) 100 100 83 100 100 100 95 75 55 60 100

Existence rate of the IN user (％)＝Number of IN user/Number of the respondents.
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した（APPENDIX）．アンケート用紙は各会合の

資料とともに配布し，退出時に任意で提出するよう

に依頼した．

結 果

1. 回収率及び回答者の背景 配布したアン

ケート 260部のうち 105 部が回収され（回収率 40

％），内訳は女性薬 34名（男性 4名，女性 30名），

北陸薬 71名（男性 30名，女性 40名，記載なし 1

名）であった．回答者 105名の世代は 20代 21名，

30代 32名，40代 33名，50代 13名，60代 6名，

職域は病院薬剤師 73名，保険薬局薬剤師 18名，診

療所に勤務する薬剤師 5名，大学職員 2名，その他

7名であり，うち 96名（91％）が臨床実務に従事

する薬剤師であった．INの利用経験がある人（IN

利用者）は 105名中 90名（86％）であり，男性は

32名，女性は 57名，性別不明者 1名，世代別には

20代 21名，30代 31名，40代 25名，50代 9名，

60代 4名であり 30代，40代をピークとした分布に

なっていた（Table 1）．職域別にみた IN利用者数

は病院薬剤師 66名，保険薬局薬剤師 16名，診療所

に勤務する薬剤師 2名，大学職員 2名，その他 4名

で，うち１名はOTC販売に携わる薬剤師であった．

アンケート回答者において INは 20代から 60代

の幅広い世代で活用され，年齢の上昇に伴い IN利

用率（IN利用者数/回答者数）が低下する傾向があ

ったが，これを Table 1のように性と世代で整理す

ると，男性では 20 代 5/5（100％），30 代 13/13

（100％），40代 10/12（83％），50代 3/3（100％），

60代 1/1（100％）と 40代を除く全ての世代の IN

利用率が 100％である一方，女性では 20 代 15/15

（100％），30代 18/19（95％），40代 15/20（75％），

50代 6/11（55％），60代 3/5（60％）であり，今回

のアンケート回答者の年齢上昇に伴う IN利用率の

低下は，主に女性に依存したものであることが判っ

た．なお，ここでは 20代に属する性別不明の１名

を除外している．

2. インターネットの利用方法及び利用目的

以下に IN利用者 90 名の回答の集計結果を示す．

INの利用目的について複数回答可で質問をしたと

ころ，「職務上発生した疑問点や問題点の解決」

67.7％，「趣味に関する情報の入手」58.9％，「日常

生活上の便利な情報の入手」54.4％，「日常生活で

発生した疑問点や問題点の解決」35.6％の順となっ

た．職務上の問題解決において利用する頻度が高い

情報源に関する質問では，「INで探した適当なサイ

トから情報を得る」との回答は 55.6％で，「製薬企

業に聞く」78.9％，「教科書や参考書などの専門書

から情報を得る」73.3％に次いで多く，「自分以外

の医療従事者に聞く」場合 54.4％とほぼ同じであ

った（Fig. 1）．職務上の問題の解決のために INを

用いる頻度については「数回に 1 回」以上が 63.3

％であった．「IN情報を利用するのは職務上のどの

ような場合か」に関する質問では「患者向けの医療

情報の入手」が最も多く 47.8％，「添付文書の改訂

や緊急安全性情報など薬事関係情報の入手」34.4

％，「副作用に関する情報の入手」30.0％，「健康食

品などの情報の入手」28.9％，「他の医療従事者の

質問への対応」27.8％などが続いた（Fig. 2）．

3. インターネットの利用性及び信頼性に関する

評価 INを情報収集手段として用いる理由に

ついて複数回答可で質問したところ「簡単だから」

55.6％，「速いから」54.4％が主な理由であった．

また「INで欲しい情報が入手できるか」との質問

に対しては，「確実に入手可能」2.2％，「ほぼ入手

可能」44.4％，「たまには入手可能」45.6％であり，

「ほぼ入手可能」以上は IN利用者の 46.6％となっ

た（Fig. 3）．また「IN情報は問題点，疑問点の解
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Fig. 1. Resources for Gathering Information in Solving the Problems on Jobs
More than one answers was possible.

Fig. 2. Purposes of Using Internet for the Problem Solutions on Jobs

Fig. 3. Expectations for Internet Retrieval
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決に役立つか」については「非常に役立つ」12.2％，

「比較的役立つ」61.1％，「あまり役立たない」17.8

％，「全く役立たない」1.1％と回答していた（Fig.

4）．「IN情報の信頼性」については「非常に信頼で

きる」4.4％，「かなり信頼できる」25.6％，「比較

的信頼できる」44.4％，「どちらともいえない」

18.9％，「あまり信頼できない」2.2％，「ほとんど

信頼できない」1.1％であり，「非常に」と「かなり」

及び「比較的」信頼できるとの答えを合計すると全

体の 74.4％を占めていた（Fig. 5）．一方，この質
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Fig. 4. Usefulness of the Medical Information Acquired from
Internet

Fig. 5. Reliability over the Medical Information Acquired
from Internet

Table 2. Reliability to Those who Supply Information on Internet

1 位 2 位 3 位 4 位 5 位
信頼性スコア

点 人 点 人 点 人 点 人 点 人

医 療 機 関 55 11 52 13 54 18 24 12 4 4 189
教 育 機 関 30 6 92 23 45 15 16 8 7 7 190
行 政 機 関 180 36 36 9 30 10 0 0 3 3 249
医薬専門職能団体 20 4 32 8 21 7 30 15 7 7 110
医 療 関 連 学 会 5 1 32 8 36 12 22 11 8 8 103
医師・薬剤師個人 0 0 0 0 3 1 8 4 7 7 18
個 人 0 0 4 1 3 1 2 1 1 1 10
製 薬 会 社 15 3 28 7 12 4 18 9 16 16 89
出 版 社 0 0 0 0 6 2 2 1 2 2 10
そ の 他 5 1 0 0 0 0 0 0 3 3 8

As shown below, marks were applied to each result and computed the ranking score.
Score: 1st rank＝5 point, 2nd rank＝4 point, 3rd rank＝3 point, 4th rank＝2 point, and 5th rank＝1 point. Ranking score: respon-

dent's number x score. Reliability score: Sum of the ranking score from the 1st place to the 5th place.
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問で IN情報は「あまり」あるいは「ほとんど」信

頼できないと答えた 18名にその理由を質問した結

果，主に情報の確かさを保証する情報がないことを

理由に挙げていた．

IN情報に対する信頼感と情報発信源との関係を

知るために「以下の運営者が提供する情報の信頼性

について順位を付けるとしたらどのような順になる

か」という質問を設けて信頼性が高いと思う発信源

を順に 1位から 5位まで問い，回答の 1位，2位，

3位，4位，5位にそれぞれ 5点，4点，3点，2点，

1点を与えて点数化し，順位点数を算出し，さらに

運営者ごとに集計して得た数値を信頼性スコアとし

た．その結果，信頼性スコアは行政機関 249点，教

育機関 190点，医療機関 189点，医薬専門職能団体

110点，医療専門学会 103 点，製薬会社 89点，医

師個人あるいは薬剤師個人 18点，出版社 10点であ

り，今回のアンケートでは IN上に提供される医薬

情報の信頼性を行政機関，教育機関，医療機関，医

薬専門職能団体の順に高いと考えていることが示さ

れた（Table 2）．

考 察

配布したアンケートの回収率は 40％と低く，一

般的な INの利用実態を論ずるには無理があるが，

今後の調査における改善点や課題を見いだすパイロ

ットスタディとして意味のある結果を得たと考えら

れる．アンケートに回答しなかった人が過半数であ

ったことについては，白川らの報告2)を参考に考え
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ると，職場に INを使用する環境が整っていない，

パソコンを所有しないなどの理由で日常的に INを

利用しないためアンケートに回答しなかったという

人が多かった可能性も考えられるので，まずはアン

ケートの回収方法を再検討し回答率の向上を図ると

ともに，INを利用しない人にもその理由や職場の

IN利用環境などについて回答してもらえるような

アンケート形式に改め，これらの可能性について探

る必要があると考える．また回答者の職域が病院薬

剤師に大きく偏っていたことから，今後は職域ごと

に調査するなど，広く異なる職域についてのデータ

を等しく得るための工夫が必要と考えている．さら

に，今回調査を行った女性薬が女性を主体とする団

体であり，回答者の男女比にも偏りがあるため，性

別にまで言及することには無理があるが，アンケー

トの結果から男性の IN利用率は年齢の影響を受け

ないが，女性では年齢の上昇に伴い IN利用率が低

下しているという可能性は考えられた．この点は大

変興味深く，今後の調査で再度確認したいと考えて

いる．

アンケート結果を仮に臨床実務に従事する IN利

用者の意見とみなした場合，IN利用者の多くが IN

を職務上発生した疑問点や問題点の解決に「数回に

１回」以上の頻度で利用していたことは，INが薬

剤師の業務上有用な情報収集手段として普及しつつ

あることを反映しているものと考えられる．INは

医療従事者同士の情報交換や学会関連の情報を入手

する場合より，患者向けの医療情報，添付文書の改

訂情報や緊急安全性情報，副作用情報，他の医療従

事者からの質問への応対に必要な情報を入手する場

合など，業務内の限られた時間で迅速に収集する必

要がある情報を探す場合に多く用いられていたこと

から，IN 利用者は IN の迅速性や簡便性に期待し

IN を活用していることが窺えた．また IN 利用者

の約 7割が INを信頼性の高い情報源として認識し，

IN 情報は有用であると答えるなど，IN 利用者は

INの利便性を高く評価している可能性も考えられ

た．しかしながら，現在Web上の検索エンジンの

機能や運用方法には今なお改善の余地があるこ

と，34)またWeb上に提供される情報は規制や評価

がほとんどされておらず，不正確なものが多い3,5)

ことを考えると，今回得られた IN利用者のこれら

に対する評価が何に因るものであるかということに

疑問が残る．数年前から INを利用した医療情報の

国内での受発信において，情報提供者向けの「医療

情報発信者ガイドライン」の策定が計画される，6)

あるいは提供情報の確かさを保証するための「認証

シール」の掲示が呼びかけられるなど IN情報を利

用者が有効かつ安全に利用できるような情報提供の

実現を目標とした動きが始まったが，どちらもいま

だ十分には普及していない．78)そのため，IN情報

に対し実際にどれ程の信頼性を求めるべきであるか

は必要とする情報の種類や内容に大きく依存するも

のの，情報の扱いは医療従事者の力量が問われると

ころと考えられる．IN 利用者が IN 情報の本質的

な信頼性，有用性を発信源の種類からだけで判断し

ているとは考えにくいが，アンケートでは個人が提

供する IN 情報より組織団体が提供する IN情報の

信頼性が高く評価されていたことや，職務上の問題

解決によく利用する情報源として IN利用者の約 80

％が製薬企業を挙げていたにも関わらず，製薬企業

が提供する IN情報に対してはあまり信頼していな

いといった矛盾が生じていたことを考えると，今後

の調査では IN情報に対する IN利用者の評価がど

のようになされているのかを明確にすることも必要

と考えている．

今回のアンケートは試験的な試みであり，今後こ

の結果を元に改めて INの利用に関する詳しい調査

行い，最終的には医療情報をWeb上に提供すると

いう立場から，どのような情報を，どのように提供

すれば良いのかについて検討したいと考えている．

結 論

INは迅速で簡便な情報収集手段であるため，薬

剤師の業務においても日常的に利用されていた．薬

剤師が INに求める医薬関連情報は様々で，患者向

け情報，添付文書情報，副作用情報，健康食品情報

などがあげられた．薬剤師は INやこれらの IN情

報について，有用性を高く評価する一方で，IN情

報の信頼性を発信者によって判断している可能性も

あった．しかし，今回の調査は試験的な調査である

ので，今後この結果を踏まえ改めて INの利用に関

する詳しい調査を実施する必要性が見いだされた．
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